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 　今年は、ＣＧ・アニメ部門、実写部門、特殊撮影部門の３部門に分
かれていましたが、特殊撮影部門への応募はなく、ＣＧ・アニメ部門
と実写部門に１０校から２２作品の応募がありました。
　本学からは、実写部門に情報メディア学部４年の熊谷賢二君と森田
菜月さん（ 向田ゼミ）のチーム、ＣＧ・アニメ部門には同じく情報メディア
学部４年の高子新君、岡田希一君、千葉雄斗君（向田ゼミ）のチーム
がエントリーしました。
　審査発表・表彰式は、５月１３日(日)に
ＮＨＫ札幌放送局で行われ、その模様
は５月２６日 (土 )に「クリエイティブ・
フロンティア2012～若者達が映像で伝
える「未来」～」（NHK 総合 ) で放送
されました。大賞を受賞した２作品は、
９月に開催される「札幌国際短編映画
祭」でも上映されます。

　審査では、３ＤＣＧの圧
倒的な技術力や表現力と、
見終わった後に、思わず
微笑んでしまうストーリー
が高く評価されました。
　リーダーの高子君は、
「チームで制作したため
メンバーのそれぞれの考
えを統一し、形にしてい
くのはとても時間がかか
りました。自分達の学ん
できた技術を活用して、
受賞という評価をいただい
たことはとても嬉しく思
います。」と話しています。

　日頃は３DCGに取り組むメンバー達ですが、熊谷・森田は実写
部門への挑戦、高子・千葉・岡田は自分たちの土俵である３DCGで
勝負し、両チーム共、見事大賞を獲得しました。
　受賞後は、北海道新聞の取材、本学広報室の取材、昼の情報番組
「つながる☆きたカフェ」（NHK総合）への生出演など、メンバーは忙
しい日々が続きました。テレビ出演など、取材を受ける経験はそう
あるものではありません。大変貴重な経験になったと思います。
　クリエイティブ・フロンティア2012の応募作品は、NHKのホームペー
ジで閲覧できるだけでなく、札幌地下歩行空間でも上映されるこ
とになっています。興味のある方はぜひのぞいてみて下さい。

　ＣＧ・アニメ部門に応募
した高子・千葉・岡田チー
ムは「ロボすけ」と題する
フル３ＤＣＧの作品を制作し
ました。おもちゃの充電式
ロボットがウサギのぬい
ぐるみに恋をするという
ストーリーになっており、
見終わった後に思わず笑顔
になってしまう映像をコン
セプトに作成されました。  
制作には、ロボットの動き
を自然に見せるためにモー
ションキャプチャも使用さ
れています。

この作品は映像表現はも
ちろん、心理学やデザイン
の知識、音楽表現など細
部まで考えられて制作さ
れました。
　リーダーの熊谷君は、
「この作品を制作するうえ
で多くの人に協力をいた
だけました。関わってい
ただけた方々のためにも、
何か結果を残したかった。
だから、この賞をいただ
けて本当に嬉しく思いま
すし、恩を返せました。」
と話しています。

　実写部門に応募した熊谷・
森田チームは「素顔の笑顔」
と題する、老若男女の無表
情の顔（真顔）と笑顔を交
互に映し出す作品を制作し
ました。ここに登場する人
たちは、化粧はもちろん服
も身につけていません。そ
んな裸の顔、まさに素顔で
笑顔のすばらしさを伝える
作品となっています。審査
では、何も身にまとってい
ないインパクトとそこから伝
わる飾らない笑顔のすばらし
さが高く評価されました。

NHK creative frontier  2012        URL (    http://www.nhk.or.jp/sapporo/creative/     )

( 誌面デザイン：情報メディア学部　４年　熊谷 賢二　　　文責：情報メディア学部　准教授　向田 茂 )
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　クリエイティブ・フロンティアは今年が２回目となる道内の高校生、専門
学校生、大学生、大学院生を対象とした映像コンテストです。今年のテー
マは「笑顔」で、３０秒から１分１５秒の映像を制作するというものでした。
　２月末の企画書（作品のコンセプトや絵コンテなど）の提出から始まり、
３月末に作品を提出するというスケジュールで進められました。
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